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祈り。日よう早朝に。

日本の宝島“天草”の創造を目ざして！

●議会報告会を開催（４会場）…………
●議案議決結果……………………………
●補正予算…………………………………
●請願・陳情・条例改正・
　　　　　　　　工事請負契約の締結…
●委員長報告………………………………
●一般質問…………………………………
●議会基本条例を制定するに至った
　　　　　　　　　　背景等について…
●政務調査報告……………………………
●議会のQ＆A・議長日記・
　　　　　　海道をゆく・編集後記……
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﨑津天主堂（河浦町）

平成24年第3回定例会会議日程
9月  4日　本会議／開会、市長提出議案の上程及び説明
9月  7日　本会議／市長提出議案の質疑及び委員会付託
9月11日　本会議／一般質問
9月12日　本会議／一般質問
9月13日　本会議／一般質問
9月14日　市民環境委員会・建設経済委員会
9月18日　総務企画委員会・文教厚生委員会
9月21日　本会議／委員長報告・質疑・討論・採決、閉会

市議会だより
2012（平成24年）

第２号

11.15



　

平
成
24
年
9
月
1
日
〜
10
月
5

日
に
か
け
て
、
市
内
4
カ
所
で
議

会
報
告
会
を
開
催
し
、
合
計
１
６

２
名
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
報
告
会
は
、
議
会
改

革
の
一
環
と
し
て
、
3
月
に
制
定

し
た
「
議
会
基
本
条
例
（
詳
細
は

Ｐ
14
に
記
載
）」
に
基
づ
き
、
市

の
諸
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
直
接
市
政
全
般
に

わ
た
っ
て
自
由
に
情
報
や
意
見
を

交
換
す
る
た
め
に
開
催
す
る
も
の

で
す
。

　

報
告
会
で
は
、
議
員
が
直
近
の

議
会
審
議
の
内
容
や
市
政
の
現
状

な
ど
を
直
接
市
民
の
皆
さ
ん
に
報

告
し
、
そ
の
後
、
質
疑
応
答
に
入

り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
の
課
題

や
問
題
点
、
地
域
発
展
の
ア
イ
デ

ア
な
ど
、
積
極
的
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
牛
深
地
区

・
障
が
い
児
を
夏
休
み
に
預
か
っ

て
く
れ
る
場
所
が
な
い
。

・
台
風
時
の
避
難
で
毎
回
５
〜
６

人
が
自
主
避
難
し
て
い
る
が
避

難
場
所
に
室
内
ト
イ
レ
が
な
い

の
で
作
っ
て
ほ
し
い
。

・
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
入
り
口
の

信
号
で
渋
滞
す
る
。
街
路
樹
を

は
ず
し
て
車
線
を
増
や
し
て
ほ

し
い
。

・
議
員
報
酬
・
議
員
定
数
に
つ
い

て
議
員
本
人
は
ど
う
思
っ
て
い

る
の
か
。

　
倉
岳
地
区

・
議
員
の
役
割
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。
天
草
市
が
上
天
草

市
、
苓
北
町
に
比
べ
て
い
ち
ば

ん
低
迷
し
て
い
る
。

・
議
会
報
告
会
は
あ
り
が
た
い
。

3
年
前
の
市
政
懇
談
会
の
中
で

区
長
会
な
ど
で
市
政
の
内
容
を

し
っ
か
り
流
し
て
ほ
し
い
と
言

っ
た
が
、
何
の
答
え
も
な
か
っ

た
。

・
議
員
本
人
が
市
長
に
な
っ
た
ら

何
を
し
た
い
か
。
議
員
一
人
ひ

と
り
の
話
を
聞
き
た
い
。

　・
平
成
25
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
を
考

え
て
い
る
が
、
役
所
の
対
応
が

遅
い
の
で
は
。

・
栖
本
は
地
理
的
に
熊
本
へ
行
く

の
に
不
便
で
あ
る
。
道
路
の
整

備
を
お
願
い
で
き
な
い
か
。

・
上
天
草
市
の
方
が
活
気
が
あ
る

よ
う
に
思
え
る
が
、
天
草
市
に

も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。

・
今
ま
で
は
、
議
会
の
動
き
が
わ

か
り
ず
ら
か
っ
た
が
、
議
会
報

告
会
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。

　

そ
の
他
多
く
の
意
見
・
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
議
会

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
も
含
め
、
市
に
対
し
て
も
意
見
・
要

望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平成24年 第３回天草市議会（定例会）議案
議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

報告第９号 専決処分事項の報告について（交通事故に係る和解及び損害賠償の額の決定に関すること）

報告第10号 専決処分事項の報告について（交通事故に係る和解及び損害賠償の額の決定に関すること）

報告第11号 専決処分事項の報告について（家賃滞納者との和解に関すること）

報告第12号 平成 23年度決算に係る財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

議第80号 天草市立保育所条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 文教厚生委員会 原案可決

議第81号 天草市一般住宅条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 建設経済委員会 〃

議第82号 天草市教育振興基本計画策定審議会条例を廃止する条
例の制定について 文教厚生委員会 〃

議第83号 工事請負契約の締結について 総務企画委員会 〃

議第84号 字の区域の変更について 総務企画委員会 〃

議第85号 公有水面埋立てに係る埋立地の用途の変更の許可に関
する意見を述べることについて 建設経済委員会 〃

議第86号 市道路線の認定について 建設経済委員会 〃

議第87号 和解及び損害賠償の額の決定について（市道の段差による車両の損傷事故に関すること）

議第88号 和解及び損害賠償の額の決定について（路肩コンクリートの落下による家屋の一部破損に
関すること）

議第89号 平成 24年度天草市一般会計補正予算（第２号） 所管部門ごとに
審査 〃

議第90号 平成24年度天草市介護保険特別会計補正予算（第１号） 文教厚生委員会 〃

議第91号 平成 24年度天草市病院事業会計補正予算（第１号） 市民環境委員会 〃

議第92号 平成 23年度天草市一般会計歳入歳出決算の認定につ
いて

一般会計決算
特別委員会 継続審査

議第93号
から議第
110号まで

平成 23年度天草市特別・企業会計歳入歳出決算の認
定について

特別・企業会計
決算特別委員会 継続審査

議第111号 工事請負契約の変更について 総務企画委員会 原案可決

議第112号 平成 24年度天草市一般会計補正予算（第３号） 総務企画委員会 〃

議第113号 教育委員会委員の任命について ー 同　　意

議第114号
から議第
120号まで

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること
について ー 同　　意

議員提出第
６号

天草市議会会議規則の一部を改正する規則の制定につ
いて ー 原案可決

議員提出第
７号

350万人のウイルス性肝炎患者の救済に関する意見書
の提出について ー 〃

総括

　・
小
学
生
の
う
ち
か
ら
天
草
の
良

さ
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

・
政
策
決
定
に
つ
い
て
、
議
員
と

し
て
政
策
に
ど
う
か
か
か
わ
っ

て
い
る
の
か
。

・
公
民
館
を
指
定
管
理
に
移
行
し

た
い
と
市
か
ら
提
案
が
あ
っ
た

が
、
老
朽
化
し
た
公
民
館
は
、

修
理
な
ど
後
の
対
応
を
市
は
責

任
を
持
つ
の
か
。

有
明
地
区

栖
本
地
区

☝「委員会付託」ってなに？
　上記の議案を、本会議で一度に話し合うには長い時間が
かかってしまうため、市から提出された議案をそれぞれ分
担して、専門的に詳しく調べるために、各議員が所属する
委員会で審議すること。

☝「専決処分」ってなに？
　専決処分とは、本来、議会の議決・決定を経なければな
らない事柄について、市長が地方自治法の規定に基づいて、
あらかじめ議決で決められた事項に関して議会の議決・決
定の前にみずから処理すること。

あまくさ市議会だより 3 あまくさ市議会だより 2

議
会
報
告
会
を
開
催
!!



　養豚排せつ物の悪臭などの環
境問題の対策及び堆肥利用を促
進するため、し尿処理浄化槽の
整備に対する補助金

　行政に対するご意見や要望などを、請願・陳情により市議会に提出することができます。請願・陳情
の方法は、趣旨、提出年月日、請願・陳情者の住所、氏名を記載して押印した文書を議長あてに提出し
てください。なお、請願の場合には、趣旨に賛同する紹介議員（１名以上）の署名または記名・押印が
必要です。市民の皆さんどなたでも市に対しての要望や意見を市議会に提出することができます。

※「請願」については、議会運営委員会で付託先の委員会を決定後、委員会において審議を行い、最終的には本会議で
採決されますが、「陳情」については、付託先の委員会で採決（本会議に諮らない）されます。

消費税率引上げに反対する意見書を求める請願

請願書（本渡東小学校の通学路整備について）

学校給食費の公会計化に関する陳情書

　10月7日に開催された
全国大会に小型ポンプ
の部に出場した牛深方
面隊への補助金

　御所浦―三角間の定期
船運行業者への補助金

　捕獲したイノシシの適正
処理及び捕獲者の処理負担
を減らすために解体所の建
設を行う業者への補助金

　公民館の備品等の購入費補助金

　新設を予定している汚泥処理施設の土地評
価、立木調査、環境アセスメントなどの支援業
務委託費

　天草海道フェスタ事業に対する県補助金の活用
による増額

今回の補正予算額　合計　  ５億6,093万４千円　　
補正後の予算総額　合計518億6,417万７千円

請　願
第3号

請　願
第4号

陳　情
第4号

３５０万人のウィルス性肝炎患者の救済について国への意見書提出を求める
陳情　　※意見書提出済み

陳　情
第8号

道州制・地域主権改革問題についての陳情陳　情
第12号

請願・陳情 9月定例会　一般会計補正予算の主な内容

あまくさ市議会だより 5 あまくさ市議会だより 4

 平成25年度のユネスコ
への推薦に向けて、引き
続き河浦町の﨑津・今富
地区などの調査及び推薦
書作成支援映像の作成委
託の費用

　県からの雇用創出基金
事業を活用し、農地法に
基づく農地利用状況の調
査を実施する。

　台風などの気象災害に
強いビニールハウスの整
備に対する補助金

　地域医療体制の整備及び保健・医療・福祉
の連携を推進するための調査･分析業務委託費

排水機場ポンプ改修事業　
　釜排水機場（河浦町）の老朽化したポンプ
の取り替え工事

　枦宇土町、栖本町、牛深町のプール他
建物解体費用

災害復旧費　
　６・７月の梅雨前線豪雨により被災した農
業、林業、公共土木施設の災害復旧費
農業施設災害復旧費　  　　　1億3,578万５千円
林業施設災害復旧費　　  　　　　　　 600万円
公共土木施設災害復旧費　　  2億9,021万７千円

採択

採択
不採択

不採択

不採択

　現在、市が運営管理を行っている「赤崎保育所、有
明東保育所、大多尾保育所及び高浜保育所」を廃止
するもの。
※この条例は、平成25年４月１日から施行されます。

天草市保育所条例の一部を改正

天草市体育館は、平成26年１月31日完成予定。
※市の条例に基づき、工事請負契約の予定価格
が１億５千万円以上の場合、議会の議決が必
要になります。

天草市体育館改築工事

契約案件　原案可決

議案番号 件　　名 概　　要 契約業者 契約金額

議第
８３号

工事請負契約の締結
（天草市体育館改築工事）

天草市体育館の
改築工事

吉永・昭和特定建設
工事共同企業体 11億8,860万円

工事請負契約の締結

世界遺産登録推進事業　

５３８万７千円

環境保全型農業総合支援事業補助金　

１,４５０万円

農地利用状況調査事業　

５５０万５千円

単県果樹園芸事業補助金　

１,８７２万５千円

定住自立圏地域医療連携推進調査事業　

７９０万円

２,６６１万２千円

市有財産施設整備事業　

１８２万円

全国消防操法大会出場補助金　

500万円

御所浦・三角航路対策事業補助金　

 １６０万円6千円

有害鳥獣捕獲対策事業　

３９８万６千円

コミュニティ助成事業　 
１００万円

汚泥再生処理施設整備事業　

４９６万７千円

新幹線開業対策事業　

５５０万円  総額４億３,２００万２千円

条例改正

完成予想図（内部）

完成予想図（外部）



　《
議
第
83
号
》
市
民
体
育
館
建
設
に
伴
う

契
約
の
締
結
に
関
す
る
も
の
。

■問
入
札
の
参
加
条
件
に
つ
い
て
。

■答
本
工
事
の
屋
根
工
法
が
、
特
殊
工
法

で
、
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
の
工
事

と
し
、建
築
一
式
工
事
の
総
合
点
数
が
１
，

２
０
０
点
以
上
の
条
件
等
を
付
し
た
。

　
　

 

公
共
工
事
が
少
な
い
な
か
、
可
能
な

限
り
、
地
元
業
者
を
活
用
す
る
よ
う
要
望
。

《
議
第
89
号
》
天
草
市
一
般
会
計
補
正
予

算
所
管
部
門　

■問
市
有
財
産
施
設
整
備
に
伴
う
、
牛
深

地
域
に
お
け
る
建
物
の
解
体
に
つ
い
て
。

■答
当
地
は
、
市
道
拡
幅
の
際
、
必
要
で
あ

っ
た
た
め
寄
附
を
受
け
た
が
、
既
存
の
建

物
に
つ
い
て
は
、老
朽
化
の
た
め
解
体
す
る
。

■問
御
所
浦
・
三
角
航
路
補
助
金
に
つ
い

て
、
今
後
の
市
の
考
え
方
は
。

■答
御
所
浦
・
三
角
航
路
対
策
事
業
は
、

御
所
浦
の
生
活
航
路
の
維
持
・
支
援
が
目

的
で
存
続
要
望
も
強
い
重
要
な
航
路
か

ら
、
運
航
業
者
と
協
議
し
、
定
期
航
路
の

維
持
に
つ
と
め
る
。

　
　 

市
唯
一
の
離
島
で
あ
る
御
所
浦
の

航
路
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
県
の
支
援
事

業
等
も
活
用
し
、
航
路
の
維
持
確
保
に
努

め
る
よ
う
要
望
。

《
議
第
１
１
１
号
》
五
和
小
・
中
学
校
整

備
で
調
整
池
の
隆
起
し
た
岩
盤
を
掘
削
す

る
工
事
が
必
要
な
た
め
、
契
約
額
を
増
額

変
更
す
る
も
の
。

■問
今
後
も
変
更
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

住
民
の
安
全
確
保
等
は
担
保
で
き
る
か
。

■答
今
後
も
変
更
の
可
能
性
は
あ
り
え
る
。

庁
内
関
係
課
と
協
議
し
て
工
事
を
進
め
て

い
る
。

《
議
第
89
号
》
天
草
市
一
般
会
計
補
正
予

算
所
管
部
門　

■問
汚
泥
再
生
処
理
施
設
（
バ
イ
オ
マ
ス

セ
ン
タ
ー
）
整
備
事
業
の
委
託
内
容
に
つ

い
て
。

■答
土
地
評
価
・
立
木
調
査
委
託
は
、
建

設
候
補
地
の
用
地
取
得
に
係
る
土
地
評
価

額
及
び
立
木
な
ど
の
補
償
額
の
算
定
を
行

う
も
の
。
ま
た
、
発
注
者
支
援
業
務
委
託

は
生
活
環
境
影
響
調
査
（
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
）
等
、
中
立
的
立
場
か
ら
助
言
、
指

導
な
ど
の
支
援
業
務
を
委
託
す
る
も
の
。

《
議
第
91
号
》
市
立
４
病
院
で
導
入
し
て

い
る
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
会

計
制
度
の
大
幅
な
見
直
し
に
伴
い
、
新
た

な
シ
ス
テ
ム
に
更
新
す
る
も
の
。

　
ま
た
、
債
務
負
担
行
為
に
関
し
て
は
、

市
立
病
院
に
お
け
る
平
成
25
年
度
か
ら
の

患
者
衣
・
寝
具
等
の
賃
借
に
お
け
る
対
応

業
者
が
１
社
か
ら
２
社
と
な
る
。
年
度
内

契
約
が
必
要
で
あ
る
た
め
の
措
置
。

■問
新
会
計
基
準
の
適
用
開
始
時
期
と
シ

ス
テ
ム
稼
働
開
始
時
期
に
つ
い
て
。

■答
新
会
計
基
準
は
平
成
26
年
度
予
算
か

ら
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
使
用
に
係
る
準
備

や
説
明
期
間
等
を
考
慮
し
、
平
成
25
年
４

月
か
ら
稼
働
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

■問
１
社
か
ら
２
社
に
業
者
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
契
約
方
法
に
つ
い
て
。

■答
契
約
方
法
に
関
し
て
は
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

　
　 

契
約
方
法
に
関
し
て
は
、
公
正
な

対
応
に
て
決
定
す
る
よ
う
要
望
。

《
議
第
81
号
》
魚
貫
町
「
浦
越
一
般
住
宅
」

は
、昭
和
42
年
に
炭
鉱
住
宅
と
し
て
建
設
、

昭
和
49
年
か
ら
市
の
一
般
住
宅
と
し
て
管

理
さ
れ
、
２
号
棟
に
つ
い
て
、
現
入
居
者

か
ら
払
い
下
げ
申
請
に
対
し
て
売
却
譲
渡

す
る
た
め
、
そ
の
部
分
を
条
例
か
ら
削
除

す
る
も
の
。

■問
一
般
住
宅
の
払
い
下
げ
の
見
込
み
状

況
に
つ
い
て
。
ま
た
、
払
い
下
げ
価
格
に

つ
い
て
。

■答
ほ
か
の
住
宅
も
申
請
の
見
込
み
が
あ

り
、
小
規
模
住
宅
に
関
し
て
は
、
用
途
廃

止
を
行
っ
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

　
　

現
入
居
者
へ

の
譲
渡
で
も
あ
り
、

地
域
経
済
の
動
向

や
築
45
年
を
経
過

し
た
住
宅
の
状
況

も
考
慮
し
、適
正

価
格
を
も
っ
て
、慎

重
に
交
渉
す
る
こ

と
を
要
望
。

《
議
第
89
号
》
天
草
市
一
般
会
計
補
正
予

算
所
管
部
門

●
環
境
保
全
型
農
業
総
合
支
援
事
業
補
助

金
に
つ
い
て

■問
養
豚
の
臭
気
に
対
す
る
行
政
指
導
に

つ
い
て
。

■答
県
と
と
も
に
定
期
的
に
立
ち
入
り
検

査
及
び
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

 　
　

臭
気
な
ど
の
実
態
調
査
・
把
握
し
、

地
域
住
民
の
要
望
に
こ
た
え
る
態
勢
を
と

り
、
事
業
者
に
対
し
て
は
、
消
臭
化
の
た

め
に
設
備
改
善
の
指
導
等
、
粘
り
強
く
協

力
依
頼
を
す
る
こ
と
、
ま
た
、
消
臭
化
に

有
効
な
設
備
が
あ
れ
ば
研
究
に
も
鋭
意
努

め
る
よ
う
要
望
。

●
単
県
果
樹
園
芸
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

■問
国
主
体
の
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業
と
の

違
い
に
つ
い
て
。

■答
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業
は
Ｊ
Ａ
が
主
体

の
国
の
事
業
で
、
県
の
事
業
は
、
国
の
事

業
に
該
当
し
な
い
も
の
を
対
象
と
し
て
、

施
設
整
備
を
行
う
も
の
。

●
イ
ノ
シ
シ
解
体
所
建
設
事
業
補
助
金
に

つ
い
て

■問
環
境
対
策
に
つ
い
て
、
今
後
の
建
設

計
画
に
つ
い
て
、
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕

獲
隊
員
へ
多
く
の
捕
獲
を
お
願
い
す
る
立

場
か
ら
、
事
業
に
か
か
る
補
助
率
の
再
考

に
つ
い
て
。

■答
建
設
予
定
地
は
五
和
町
手
野
地
区
の

山
中
で
あ
り
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
、

排
水
路
へ
流
す
。
地
元
説
明
会
も
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
今
後
は
、
下
島
南
部
地

域
に
お
け
る
解
体
所
の
建
設
を
進
め
て
い

き
た
い
。
施
設
の
重
要
性
か
ら
、
今
後
の

建
設
に
当
た
っ
て
は
、補
助
率
を
再
考
し
、

加
工
肉
の
商
品
開
発
な
ど
に
も
支
援
を
行

う
。

●
海
道
フ
ェ
ス
タ
補
助
金
に
つ
い
て

■問
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
。

■答
女
性
を
対
象

に
オ
リ
ー
ブ
料

理
の
専
門
家
を

招
聘
し
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
を
計

画
。
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、

有
明
町
、
御
所
浦
町
に
お
い
て
冬
場
の
物

産
展
を
開
催
し
、
地
域
産
品
の
提
供
を
図

る
。

●
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費
に
つ
い
て

　

６
月
及
び
７
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ

り
被
災
し
た
農
業
施
設
27
件
、農
地
57
件
、

合
計
84
件
、
及
び
人
家
裏
の
山
腹
が
崩
壊

し
た
２
町
３
地
区
の
災
害
復
旧
費
を
計
上

す
る
も
の
。

■問
補
助
率
の
増
高
に
つ
い
て
。

■答
農
業
施
設
災
害
は
、
九
州
北
部
豪
雨

に
よ
る
激
甚
災
害
の
指
定
通
知
が
あ
り
、

90
％
を
超
え
る
補
助
率
の
増
高
措
置
が
見

込
ま
れ
る
。

《
議
第
80
号
》
公
立
保
育
所
民
営
化
等
実

施
計
画
に
基
づ
く
、
有
明
東
保
育
所
の
民

間
移
管
及
び
赤
崎
保
育
所
、
大
多
尾
保
育

所
、
高
浜
保
育
所
の
廃
止
に
伴
う
、
条
例

の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
。

■問
民
営
化
等
実
施
計
画
後
の
子
育
て
支

援
策
に
つ
い
て
。

■答
民
営
化
等
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
度
に
計
画
を
策
定
し
、
平
成
23

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
。
各
保
育
所
の

実
情
に
合
わ
せ
、
計
画
の
前
倒
し
や
延
期

を
行
い
、
正
職
員
で
の
対
応
を
図
っ
て
い

く
。
廃
園
の
職
員
は
園
児
が
転
園
す
る
保

育
所
に
配
属
し
た
い
。

　

ま
た
、
保
育
行
政
、
子
育
て
支
援
対
策

に
職
員
が
率
先
し
、
積
極
的
に
関
与
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
構
築
し
て
い
く
。

　
　

 

公
立
保
育
所
民
営
化
等
実
施
計
画

は
、
公
立
保
育
所
の
良
さ
を
考
慮
し
、
地

域
に
目
を
向
け
て
、
地
域
住
民
や
保
護
者

に
十
分
な
説
明
と
協
議
を
行
い
実
施
す
る

よ
う
要
望
。

《
議
第
89
号
》
天
草
市
一
般
会
計
補
正
予

算
所
管
部
門

●
保
健
衛
生
総
務
費
に
つ
い
て

　

国
の
委
託
事
業
と
し
て
行
う
定
住
自
立

圏
推
進
事
業
で
、
地
域
完
結
型
の
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

調
査
す
る
も
の
。

■問
市
の
方
針
と
公
立
病
院
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
。

■答
天
草
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
・
天
草
中

央
病
院
を
中
核
的
医
療
機
関
と
し
、
市
立

病
院
も
中
核
的
医
療
機
関
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
病
院
体
系
と
し
て
い
き
た
い
。
熊
本
県

の
医
療
再
編
計
画
の
中
で
も
、
医
療
関
係

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
平
成
25
年
度
か
ら
実
施

す
る
計
画
で
あ
る
。画
像
診
断
・
医
療
支
援

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
、
牛
深
市
民

病
院
や
河
浦
病
院
に
画
像
診
断
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
、
天
草
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
と

連
携
を
図
っ
て
い
く
。
な
お
、
周
産
期
医

療
の
受
診
の
公
平
性
を
図
り
、
周
産
期
医

療
の
対
応
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

●
世
界
遺
産
登
録
推
進
費
に
つ
い
て

　

国
の
文
化
審
議
会
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、世
界
遺
産
推
薦
書
の
内
容
の
充
実
が

求
め
ら
れ
、集
落
の
変
遷
や
、土
地
利
用
の

特
徴
の
集
落
調
査
及
び
視
覚
的
に
わ
か
り

や
す
い
映
像
資
料
の
作
成
を
委
託
す
る
。

■問
委
託
先
に
つ
い
て
。

■答
長
崎
県
の
映
像
資
料
の
内
容
と
合
わ

せ
、
長
崎
県
が
発
注
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
委
託
す
る
。

《
議
第
90
号
》

■問
現
在
の
介
護
保
険
の
状
況
に
つ
い
て
。

■答
高
齢
化
率
・
介
護
認
定
者
も
増
加
し

て
お
り
、
介
護
給
付
費
も
増
額
と
な
る
た

め
、
第
５
期
（
平
成
24
〜
26
年
度
）
の
介

護
保
険
料
も
月
額
９
０
０
円
の
値
上
げ
を

お
願
い
し
た
。

■問
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
指
定
が
介
護
保
険
事
業
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
る
の
か
。

■答
今
回
の
整
備
に
よ
り
、
入
所
待
機
者

の
希
望
に
も
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

常任委員会委員長報告
要
望

要
望

要
望

要
望

要
望

要
望

市
民
環
境
委
員
会

建
設
経
済
委
員
長
報
告

文
教
厚
生
委
員
長
報
告

総
務
企
画
委
員
長
報
告

し
ょ
う
へ
い
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質

今
回
の
大
雨
災
害
に
遭
っ
た
阿
蘇
市

に
天
草
市
か
ら
は
、援
助
は
さ
れ
た
の
か
。

回
答　
天
草
消
防
本
部
よ
り
７
月
12
日
に

10
名
の
職
員
が
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動

に
翌
日
ま
で
従
事

し
た
。
７
月
26
日

に
は
土
の
う
袋
６

０
０
袋
を
持
参
し

た
。
今
後
も
出
来

る
限
り
の
支
援
を

行
っ
て
行
き
た
い
。

質
問　
各
地
区
振
興
会
に
あ
っ
た
防
災
計

画
を
作
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

回
答　

現
在
、
支
所
ご
と
に
地
域
に

あ
っ
た
防
災
計
画
を
定
め
て
い
る
。
既
に

製
作
を
し
て
い
る
振
興
会
も
あ
る
の
で
、

他
地
区
振
興
会
と
も
協
力
し
て
作
成
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
大
雨
で
河
川
の
氾
濫
が
予
想
さ
れ

る
場
所
に
は
防
災
カ
メ
ラ
を
設
置
で
き
な

い
か
。

　
　

回
答　

有
効
手
段
と
考
え
て
い
る
の

で
、
関
係
部
署
、
支
所
と
連
携
し
設
置
に

向
け
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。

質
問　
消
防
団
員
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
配
布
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

回
答　

    
合
併
前
に
購
入
を
し
て
い
る
消

防
団
も
あ
る
。
各
方
面
隊
か
ら
の
要
望
を

聞
き
な
が
ら
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
情
報
の
提
供
が
あ
れ
ば
、
自
主
避

難
も
早
め
に
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
取
り
組

ん
で
頂
き
た
い
。

【
公
民
館
組
織
再
編
に
つ
い
て
】

質
問　
指
定
管
理
制
度
と
し
て
ど
の
よ
う

な
支
援
を
行
う
の
か
、
備
品
な
ど
の
整
備

は
ど
う
な
る
の
か
。

回　
　

答　

地
域
雇
用
の
職
員
報
酬
、
施

設
の
管
理
委
託
料
な
ど
の
補
助
、
各
種
行

事
な
ど
の
協
力
支
援
な
ど
を
考
え
て
い

る
。
備
品
に
つ
い
て
は
、
市
で
整
備
を
行

う
。
看
板
な
ど
の
取
替
え
も
市
で
整
備
す

る
よ
う
考
え
て
い
る
。

要
望　
新
た
な
取
り
組
み
に
行
政
側
か
ら

も
十
分
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

【
生
活
保
護
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
】

質
問　
就
労
可
能
な
方
々
へ
は
、
ど
の
よ

う
な
支
援
を
し
て
い
る
か
。

　
　
　

 

回
答　

定
期
的
に
訪
問
を
行
い

就
職
の
相
談
に
の
っ
て
い
る
。
就
労
意
欲

を
高
め
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、

就
労
体
験
活
動
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

質
問　
貧
困
の
連
鎖
防
止
に
つ
い
て
保
護

世
帯
の
子
供
に
対
す
る
教
育
支
援
は
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
る
か

　
　
　

回
答　

県
か
ら
も
定
期
的
に
出
向

し
て
も
ら
い
、学
習
会
な
ど
を
開
い
て
い
る
。

赤
木　

昨
年
９
月
議
会
で
も
、
市
の
ご

み
袋
価
格
は
、
他
市
と
比
べ
高
い
事
を

指
摘
し
、
今
議
会
で
も
見
直
す
べ
き
と

提
案
。
ま
た
、
大
き
さ
も
２
種
類
で
あ

り
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
実
施
時
期
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長　

本
市
指
定
の
ご
み
袋
料
金
（
一

般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
）
の
改
正
は
、

ご
み
袋
の
種
類
の
追
加
を
ふ
ま
え
検
討

し
、
実
施
時
期
は
、
資
源
物
の
分
別
種

類
の
追
加
と
合
わ
せ
、
来
年
度
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。

赤
木　
聴
覚
障
が
い
者
の
支
援
策
で
、

こ
れ
ま
で
提
案
し
た
、
人
工
内
耳
装
用

者
の
ス
ピ
ー
チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
交
換
時
に

１
１
０
万
円
の
助
成
制
度
や
学
校
に
お

け
る
Ｆ
Ｍ
補
聴
器
の
配
備
、
障
が
い
者

自
立
支
援
法
に
該
当
し
な
い
子
ど
も
へ

の
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
な
ど
の
創
設

に
は
感
謝
し
た
い
。
し
か
し
、
障
が
い

者
手
帳
を
持
た
な
い
子
ど
も
の
補
聴
器

購
入
に
当
た
っ
て
は
、
３
分
の
１
は
自

己
負
担
で
あ
り
、
障
が
い
者
自
立
支
援

法
と
同
様
に
更
な
る
支
援
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部　
　

県
の
６
月
補
正
で
補

聴
器
購
入
費
助
成
を
県
と
市
町
村
が
３

分
の
１
ず
つ
負
担
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
が
、
提
案
の
障
が
い
者
自
立
支
援

法
と
同
じ
く
１
割
負
担
と
す
る
支
援
策

は
、
手
帳
の
有
無
に
関
係
な
く
、
日
常

生
活
や
学
習
の
中
に
お
い
て
、
支
援

（
イ
ヤ
モ
ー
ル
ド
と
修
理
費
含
む
）
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
前
向
き
に
検
討

す
る
。

赤
木　

県
下
12
市
の
通
勤
手
当
は
、
通

勤
距
離
の
基
準
と
通
勤
手
当
の
支
給
額

と
も
全
て
同
じ
だ
が
、
天
草
市
は
高
い

支
給
額
に
な
っ
て
い
る
、
見
直
す
べ
き

で
は
な
い
か
。ま
た
、環
境
に
や
さ
し
い

公
用
車
の
普
及
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長　

指
摘
の
低
燃
費
車
等
の
普
及
な

ど
を
含
め
、
本
市
を
取
り
巻
く
様
々
な

状
況
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
必
要
に
応
じ
た
適
正
な
見
直
し
が

必
要
で
あ
り
、
今
後
検
討
し
た
い
。

福
嶋　

今
ま
で
ど
れ
く
ら
い
国
際
交
流

が
で
き
た
か
。

教
育
部
長　

高
校
生
に
よ
る
英
語
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
小
・
中
・
高
生
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る
こ
と

で
、
身
近
に
外
国
人
選
手
と
ふ
れ
あ
う

機
会
が
増
え
た
こ
と
。

福
嶋　
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
た
後
の
時
間
を

つ
か
っ
て
、
外
国
人
選
手
と
子
ど
も
た

ち
が
ふ
れ
あ
う
時
間
が
つ
く
れ
な
い
か
。

教
育
部
長　

空
き
時
間
、
選
手
の
都
合

も
あ
る
が
、
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合

と
協
議
を
し
て
、
進
め
て
い
き
た
い
。

福
嶋　

走
る
コ
ー
ス
を
に
ぎ
や
か
な
街

中
に
変
更
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長　

日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
連

合
と
天
草
警
察
署
等
の
関
係
団
体
と
協

議
の
中
で
、
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

福
嶋　

牛
深
・
河
浦
地
域
で
「
ワ
ッ
ゲ

ン
、
オ
ッ
ゲ
ン
」
の
映
画
が
撮
影
さ

れ
、
11
月
に
上
映
が
始
ま
る
が
、
撮
影

さ
れ
た
場
所
な
ど
の
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

や
実
際
撮
影
さ
れ
た
場
所
で
、
何
か
起

こ
す
計
画
は
あ
る
か
。

経
済
部
長　

今
ま
で
の
映
画
撮
影
場
所

も
含
め
て
、
天
草
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
地
図
を
作
っ
て
、
ま
ち
歩
き
の

計
画
を
す
す
め
て
い
る
。

福
嶋　

お
み
や
げ
と
し
て
﨑
津
教
会
や

大
江
教
会
を
か
た
ど
っ
た
焼
き
も
の
の

壁
掛
け
な
ど
を
造
っ
た
ら
ど
う
か
。

経
済
部
長　

陶
器
で
つ
く
っ
た
ア
ズ
レ

ー
ジ
ョ
（
絵
付
け
タ
イ
ル
）
が
あ
る
。

福
嶋　

イ
ベ
ン
ト
の
目
的
と
し
て
、
一

つ
の
目
的
だ
け
で
な
く
、
色
々
と
考
え

て
天
草
の
経
済
発
展
・
雇
用
促
進
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
み
ん
な
で
知
恵
を

出
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長　

今
後
と
も
、
天
草
の
フ
ア
ン
を

増
や
し
て
い
く
た
め
に
、
イ
ベ
ン
ト
の

目
的
と
効
果
を
検
証
し
、
皆
様
か
ら

色
々
な
意
見
と
、
知
恵
を
拝
借
し
、
進

め
て
い
き
た
い
。

濱洲大心
議員

災
害
時
の
対
策
と

　
　
　
防
災
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

ご
み
袋
４
種
類
化
と
料
金
改
定
を
検
討

イ
ベ
ン
ト
の
目
的
に
つ
い
て

天
草
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
ほ
か

濱
洲

濱
洲

濱
洲

濱
洲

濱
洲

濱
洲

濱
洲

濱
洲

濱
洲

市
長

企
画
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

福
嶋

福
嶋

福
嶋

福
嶋

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

経
済
部
長

福
嶋

福
嶋

経
済
部
長

市
長

赤
木

赤
木

市
長

赤
木

市
長

健
康
福
祉
部
長

天草市   500円
熊本市 350円
荒尾市 450円
山鹿市 250円
玉名市 250円
菊池市 200円
阿蘇市 200円
合志市 200円
宇土市 350円
宇城市 200円
上天草市 200円
人吉市 200円
八代市 500円
苓北町 120円

福嶋啓子
議員

赤木武男
議員

●
ご
み
袋
価
格（
大
） 

※
10
枚
単
位
の
価
格

トライアスロンの表彰風景
阿蘇市の災害ボランティアに
参加してまいりました。

ら
ん

一般質問

あまくさ市議会だより 9 あまくさ市議会だより 8

号
番
告
通

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

１

心
大
洲
濱

ム
テ
ス
シ
災
防
と
策
対
害
災
①

　て
い
つ
に
編
再
織
組
館
民
公
②

　

方
り
あ
の
費
護
保
活
生
③

２

男
武
木
赤

て
い
つ
に
策
施
境
環
①

　

て
い
つ
に
充
拡
の
策
援
支
る
す
対
に
児
い
が
障
覚
聴
②

　

て
い
つ
に
給
支
当
手
勤
通
の
員
職
市
③

３

子
啓
嶋
福

は
と
方
り
あ
の
育
教
①

　
的
目
の
ト
ン
ベ
イ
②

４

昭
義
崎
浜

て
い
つ
に
設
施
れ
入
け
受
の
者
患
症
知
認
①

　

て
い
つ
に
用
活
の
物
生
害
有
②

　
て
い
つ
に
法
化
業
産
次
六
③

　

て
い
つ
に
み
込
ち
持
の
袋
ミ
ゴ
料
有
④

　

５

孝
秀
光
鎗

て
い
つ
に
援
支
者
齢
高
①

　

６

中
田
　
茂

て
い
つ
に
定
制
の
例
条
本
基
治
自
①

　

第
び
及
針
方
本
基
合
廃
統
・
理
整
、
用
活
利
の
産
財
有
市
②

て
い
つ
に
画
計
本
基
合
廃
統
・
理
整
の
設
施
期
１

７

純
義
島
脇

て
い
つ
に
法
興
振
島
離
①

　
て
い
つ
に
業
事
院
病
②

８

臣
昭
﨑
浜

て
い
つ
に
設
新
の」
室
略
戦
域
地
「は
又」
課
略
戦
域
地
「①

て
い
つ
に
興
振
光
観
②

９

生
幸
木
勝

て
い
つ
に
況
状
備
整
の
路
道
①

　

10

啓
継
戸
鶴

て
い
つ
に
育
教
災
防
①

　て
い
つ
に
跡
城
底
棚
②

11

木
五
村
中

な
た
新
く
づ
基
に
画
計
携
連
合
総
通
交
共
公
域
地
市
草
天
①

て
い
つ
に
立
確
の
系
体
通
交
共
公

て
い
つ
に
件
の
命
任
の
員
委
会
員
委
育
教
②



棚底港

大道港

横浦港
与一ヶ浦港

嵐口港

御所浦港

御所浦

【
認
知
症
患
者
の
受
け
入
れ
施
設
に
つ
い
て
】

浜　
　

厚
労
省
は
、入
院
認
知
症
患
者

の
退
院
ま
で
の
期
間
を
６
ヶ
月
か
ら
20

年
度
に
は
２
ヶ
月
以
内
と
す
る
と
明
記
。

日
本
医
師
会
・
精
神
科
病
院
協
会
・マ
ス

コ
ミ
も
批
判
・
反
論
。こ
の
天
草
市
と
し

て
対
応
で
き
る
か
。市
民
病
院
は
、受
け

い
れ
る
体
制
が
出
来
て
い
る
の
か
。

病
院
事
業
部　

 

市
民
病
院
と
し
て
は
、

認
知
症
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
は
出
来

て
い
な
い
。

健
康
福
祉
部　

 

高
齢
者
の
約
14
％
の
方

が
、何
ら
か
の
認
知
症
状
が
あ
る
と
確
認

さ
れ
て
い
る
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
等
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

【
有
害
生
物
の
活
用
に
つ
い
て
】

浜
崎　
イ
ノ
シ
シ
＝
他
の
自
治
体
で
は
、

地
域
資
源
と
し
て
と
ら
え
、
肥
料
と
し

て
の
利
用
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。
オ

ニ
ヒ
ト
デ
＝
成
分
が
、
動
物
を
寄
せ
付

け
な
い
事
が
わ
か
り
獣
類
の
食
害
に
効

果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

オ
ニ
ヒ
ト
デ
が
、
魚
の
成
長
を
促
進
す

る
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
て
い
る
。

最
近
で
は
、
オ
ニ
ヒ
ト
デ
の
成
分
が
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
に
効
果
の
あ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
研
究
機
関
と
の
協
同

で
、
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
か
。

経
済
部　

 

イ
ノ
シ
シ
＝
23
年
度
で
４
，

５
４
４
頭
捕
獲
、
自
家
消
費
・
埋
没
処

理
、
一
部
は
、
生
肉
や
ハ
ム
、
ウ
イ
ン

ナ
ー
等
に
加
工
販
売
。
オ
ニ
ヒ
ト
デ
＝

捕
獲
後
、
す
べ
て
焼
却
処
分
。

【
６
次
産
業
化
法
に
つ
い
て
】

浜
崎　
現
在
、
地
元
の
農
漁
業
者
が
開

発
し
た
商
品
の
取
り
扱
い
・
生
産
向
上

を
後
押
し
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

が
、
出
来
て
い
な
い
。
天
草
市
と
し
て

の
関
わ
り
方
。
水
揚
げ
時
の
不
必
要
な

魚
類
、
廃
棄
物
、
加
工
業
者
廃
棄
物
・

排
水
等
の
有
効
活
用
を
行
う
べ
き
。

経
済
部
長　

加
工
品
・
廃
棄
物
等
の
事

業
は
、
関
係
団
体
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば

支
援
し
て
い
く
。

【
有
料
ゴ
ミ
袋
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
】

浜
崎　
有
料
ゴ
ミ
袋
を
自
分
で
セ
ン
タ

ー
に
持
ち
込
ん
だ
場
合
、
追
加
で
２
５

０
円
の
料
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
た

同
じ
ゴ
ミ
袋
な
の
に
な
ぜ
か
。

環　

 

境
部
長　

運
搬
手
数
料
（
有
料

ゴ
ミ
袋
）
と
利
用
手
数
料
（
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
）
で
あ
る
。

鎗
光　

認
知
症
高
齢
者
が
行
方
不
明
に

な
っ
た
場
合
、市
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
部
長　

認
知
症
行
方
不
明
者

の
情
報
を
伝
達
す
る
手
段
と
し
て
、
防

災
行
政
無
線
の
利
用
、
地
域
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
協
定
事
業
者
や
社
協
に
も

メ
ー
ル
配
信
登
録
を
要
請
し
て
、
見
守

り
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

鎗
光　

認
知
症
高
齢
者
が
自
分
の
財
産

管
理
等
が
出
来
な
い
場
合
も
あ
る
が
、

成
年
後
見
制
度
と
は
。

健
康
福
祉
部 　

認
知
症
等
に
よ
り
、

金
銭
管
理
や
施
設
入
所
等
の
契
約
行
為

を
自
ら
の
意
思
で
出
来
な
い
方
に
対
し

て
、
裁
判
所
の
審
判
に
よ
り
、
本
人
に

代
わ
っ
て
手
続
き
等
の
支
援
を
す
る
制

度
で
あ
る
。

鎗
光　

認
知
症
行
方
不
明
者
の
捜
索
に

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。ま
た
、

事
前
登
録
制
度
を
設
け
て
は
。

市
長　

認
知
症
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
重
要
な
対
策
で
あ
る
。
今
後
は
、

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
見

守
り
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。
御
提
案

の
件
は
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

【
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
運
行（
航
）管
理
に

つ
い
て
】

鎗
光　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
運
行
状
況

は
。

教
育
部
長　

市
全
体
で
は
、
バ
ス
36
台
、

船
１
隻
で
運
行
し
て
い
る
。
利
用
者
数

は
、
児
童
・
生
徒
合
計
１
，０
４
８
人

で
あ
る
。
運
行
経
費
は
、
平
成
23
年
度
、

１
億
１
，２
６
３
万
２
千
円
と
な
っ
て

い
る
。

鎗
光　

補
助
金
が
な
く
な
っ
た
場
合
、

利
用
者
の
負
担
を
求
め
る
の
か
。

教
育
部
長　

利
用
者
か
ら
の
負
担
は
求

め
な
い
。

鎗
光　
入
札
や
安
全
運
行
へ
の
考
え
は
。

教
育
長　

入
札
に
あ
た
っ
て
は
、
適
正

な
価
格
で
入
札
し
て
い
た
だ
き
、
安
全

運
行
を
指
導
、
徹
底
し
て
い
る
。

鎗
光　

安
全
確
保
の
た
め
に
は
、物
品

購
入
等
の
よ
う
な
考
え
で
入
札
価
格
が

決
ま
る
の
は
い
か
が
と
思
う
。緊
急
時

の
対
応
は
、地
域
貢
献
度
を
検
討
す
べ

き
。ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
目
的
外
使
用
に

つ
い
て
は
、交
通
弱
者
救
済
の
た
め
に

も
、利
用
で
き
な
い
か
要
望
す
る
。

田　
　

自
治
基
本
条
例（
以
下
基
本
条

例
）の
制
定
に
つ
い
て
、具
体
的
な
動
き

が
見
ら
れ
な
い
、ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
？
ま
た
基
本
条
例
は
、自
治
体
に
お
け

る
最
高
規
範
で
あ
り
、よ
り
多
く
の
市
民

の
理
解
を
得
て
制
定
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
う
、進
捗
状
況
を
。

市
長
、企
画
部 　

来
年
九
月
の
議
会
提

出
を
目
ざ
し
て
い
る
。制
定
に
あ
た
っ
て

は
、市
民
の
目
線
で
市
民
の
参
画
を
い
た

だ
き
な
が
ら
作
り
上
げ
て
い
く
過
程
が

重
要
で
あ
り
、市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
、市
民
と
の
討
論
会
開
催
、パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
な
ど
市
民
の
声
を
十

分
反
映
し
な
が
ら
進
め
る
。

田
中　

静
岡
県
牧
之
原
市（
会
派
で
視

察
研
修
）は
、市
政
の
様
々
な
分
野（
保

育
、教
育
）別
ま
た
地
区
別
の
課
題
に
つ

い
て
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
会
議
の
手

法
の
一
つ
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進
化
版
）

技
法
を
利
用
し
た
市
民
討
議
会
を
実
施

し
て
い
る
。当
市
の
基
本
条
例
の
草
案

は
、こ
の
よ
う
な
会
議
を
経
て
、市
民
で

作
ら
れ
て
い
る
。一
方
で
、会
議
運
営
の
リ

ー
ダ
ー
等
の
人
材
養
成
に
力
を
い
れ
る

等
、市
民
参
画
･
協
働
に
向
け
て
の
基
盤

づ
く
り
の
仕
組
み
が
出
来
て
い
る
。天
草

市
で
も
、中
味
の
あ
る
市
民
参
画
・
協
働

が
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

【
市
有
財
産
の
利
活
用
、整
理
・
統
廃
合

基
本
方
針
及
び
第
１
期
施
設
の
整
理
・

統
廃
合
に
つ
い
て
】

田
中　

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
施
設
･
設
備
等
財
産
を
経
営
資
産
と

捉
え
、経
営
的
視
点
に
基
づ
き
、総
合

的
・
長
期
的
観
点
か
ら
コ
ス
ト
と
便
益
の

最
適
化
を
図
り
な
が
ら
、財
産
を
戦
略

的
か
つ
適
正
に
管
理
・
運
用
し
て
い
く
考

え
方
）を
活
用
し
た
本
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、先
進
地
、浜
松
市
を
会
派
で
研

修
し
た
。そ
の
結
果
も
含
め
、合
併
に
よ

っ
て
、多
く
の
公
有
財
産
を
保
有
す
る
自

治
体
に
と
っ
て
有
効
な
取
り
組
み
で
あ

る
と
理
解
は
す
る
。

　

ま
ず
、公
正
な
個
別
の
資
産
評
価（
ソ

フ
ト
を
含
め
た
）の
実
施
と
デ
ー
タ
ー
の

一
元
化
、シ
ス
テ
ム
構
築
・
財
産
カ
ル
テ
の

作
成
、そ
れ
を
基
に
し
た
職
員
全
体
へ
の

教
育
、情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。そ
し
て
、実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い

よ
う
、地
域
へ
の
懇
切
丁
寧
な
説
明
を
含

め
、市
民
へ
の
適
宜
の
公
表
が
必
要
で
あ

り
、目
先
だ
け
の
一
過
性
の
も
の
と
な
ら

な
い
よ
う
お
願
い
す
る
。

市
民
の
苦
情
・
要
望
等

地
域
産
業（
農
漁
業
）の
発
展
に
つ
い
て

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

自
治
基
本
条
例
の
制
定
の
時
期
は
？

市
民
参
画
の
あ
り
方
は
？

田中　茂
議員

浜
崎

浜
崎

浜
崎

浜
崎

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

田
中

田
中

田
中

脇
島　
離
島
活
性
化
交
付
金
創
設
は
ど

の
よ
う
な
内
容
か
。

企
画
部
長　

都
道
府
県
ま
た
は
関
係
市

町
村
に
対
し
て
、
国
が
交
付
金
ま
た
は

補
助
金
を
交
付
す
る
内
容
。

脇
島　
人
や
モ
ノ
の
輸
送
に
か
か
る
燃

料
代
の
支
援
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

企
画
部
長　

他
地
域
と
の
、
海
上
交
通

等
に
要
す
る
費
用
の
低
廉
化
に
向
け
た

施
策
を
充
実
す
る
内
容
。

脇
島　
本
土
な
ど
と
行
き
来
す
る
妊
婦

の
通
院
、
出
産
に
対
す
る
支
援
は
。

企
画
部
長　

島
外
の
産
科
医
療
機
関
等

に
通
院
・
入
院
す
る
場
合
に
支
援
を
行

う
。

脇
島　
高
校
生
の
修
学
支
援
は
。

企
画
部
長　

島
外
の
高
校
へ
進
学
す
る

場
合
、
通
学
に
要
す
る
交
通
費
や
移
住

費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、
補
助

金
額
は
県
ま
た
は
市
が
補
助
し
た
修
学

支
援
費
の
２
分
の
１
を
国
が
負
担
す

る
。

脇
島　
離
島
活
性
化
交
付
金
等
事
業
計

画
は
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
。

企
画
部
長　

平
成
25
年
４
月
に
国
の
所

管
大
臣
へ
、
事
業
計
画
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
市
と
し
て
は
、

事
業
計
画
に
盛
り
込
む
事
業
に
つ
い

て
、
地
元
の
ご
意
見
等
を
含
め
、
支
所

と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

脇
島　
事
業
申
請
の
窓
口
は
ど
こ
に
な

る
か
。
支
所
に
窓
口
を
設
置
し
て
も
ら

え
る
の
か
。

企
画
部
長　

事
業
申
請
の
窓
口
に
つ
い

て
は
、
支
所
で
対
応
出
来
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

離
島
振
興
法
に
つ
い
て

脇島義純
議員

脇
島

脇
島

脇
島

脇
島

脇
島

脇
島

鎗光秀孝
議員

浜崎義昭
議員

市
長
・
企
画
部
長

病
院
事
業
部
長

健
康
福
祉
部
長

経
済
部
長

経
済
部
長

市
民
環
境
部
長

健
康
福
祉
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
長

健
康
福
祉
部
長

企
画
部
長

企
画
部
長

企
画
部
長

企
画
部
長

企
画
部
長

企
画
部
長

市
長

一般質問
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濵
﨑　
役
所
の
縦
割
り
の
弊
害
を
な
く

す
為
、
天
草
市
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
な

る
べ
く
市
長
直
属
の
ス
タ
ッ
フ
部
門

「
地
域
戦
略
室
」
の
新
設
が
出
来
な
い

か
。
私
見
で
す
が
、
農
林
・
水
産
・
観

光
等
活
性
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
あ
な

た
の
考
え
る
十
年
後
、
二
十
年
後
の
天

草
は
」
の
論
文
を
職
員
よ
り
募
集
し
、

市
長
直
々
に
論
文
を
審
査
し
面
接
を
し

て
ス
タ
ッ
フ
を
そ
ろ
え
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
現
在
、
市
の
組
織
見
直
し
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
管
理
部
門
の
再
編
、

組
織
全
体
の
総
合
調
整
、
推
進
・
評
価

な
ど
を
総
括
す
る
部
の
設
置
や
、
各
事

業
部
筆
頭
の
政
策
立
案
、
部
内
調
整
等

の
機
能
強
化
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

論
文
の
募
集
も
有
効
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の

一
つ
と
考
え
る
。

【
観
光
振
興
①
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
】

濵
﨑　
サ
ン
セ
ッ
ト

ラ
イ
ン
の
具
体
的
ラ

イ
ン
は
、
３
支
所
で

取
り
組
ん
で
い
る
、

「
宝
の
海
・
夕
陽
日

本
一
づ
く
り
事
業
」

の
場
で
協
議
す
る

と
い
う
事
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
を
お
尋
ね
す
る
。
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン

名
を
「
天
草
・
東
シ
ナ
海
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
と
定
め
る
事
は
で
き
な
い
か
。

　
夕
陽
の
愛
称
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

等
も
早
急
に
決
定
す
べ
き
だ
と
思
う
が

い
か
が
か
。

市
長  

行
政
や
地
元
代
表
等
で
、検
討
委

員
会
を
開
催
し
本
年
度
中
に
決
定
す
る
。

【
観
光
振
興
②
海
の
駅
に
つ
い
て
】

濵
﨑  「
海
の
駅
」
の
設
置
要
件
は
、
①

来
訪
者
が
利
用
で
き
る
船
舶
係
留
施
設

②
海
の
駅
に
関
す
る
情
報
提
供
等
の
為

の
ガ
イ
ド
の
設
置　
③
公
衆
ト
イ
レ
の
３

点
の
み
で
、
牛
深
港
の
場
合
、
元
水
俣

航
路
の
発
着
場
の
桟
橋
を
、
港
湾
管
理

者
で
あ
る
県
が
船
舶
係
留
施
設
と
し
て

認
め
た
ら
即
登
録
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

平
成
19
年
６
月
議
会
以
降
、
再
三
に
わ

た
り
質
問
を
し
て
い
る
が
、
実
現
し
て
い

な
い
。
今
回
こ
そ
12
月
の「
牛
深
あ
か
ね

市
」ま
で
に
認
定
可
能
か
お
尋
ね
す
る
。

市
長
　
平
成
23
年
度
末
に
は
桟
橋
の
改

修
工
事
も
概
ね
終
了
し
た
の
で
、
港
湾

の
管
理
者
で
あ
る
熊
本
県
や
認
定
機
関

と
の
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
今
年
度
中

の
登
録
を
目
ざ
し
て
い
く
。

勝
木　

平
成
初
期
、町
興
し
と
し
て
発

足
し
た
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
。以
来
、

年
々
増
加
す
る
観
光
客（
平
成
23
年
度
、

天
草
圏
域
＝
16
万
人
。う
ち
、天
草
市
＝

9
万
7
千
人
）。地
元
漁
業
操
業
者
の
安

全
対
策
と
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
観
光

の
施
策
の
方
針
は
。

経
済
部
長
　
通
詞
島
沖
合
イ
ル
カ
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
安
全
協
会
に
お
い
て
、
安
全
運

航
や
事
故
防
止
に
努
め
て
い
る
。
施
策

に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
、

観
光
協
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
観
光
客
誘
致
に
取
り
組
み
た
い
。

勝
木　

発
着
所
周
辺
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
、旧
五
和
町
時
の
計
画
を
引
き
継

ぎ
、策
定
さ
れ
た
核
と
な
る
ビ
ジ
タ
ー

モ
ー
ル
基
本
構
想
の
案
を
実
行
す
る
計

画
は
な
い
の
か
。

経
済
部
長
　
発
着
所
周
辺
整
備
に
つ
い

て
は
、い
き
い
き
地
域
創
造
事
業
で
策

定
さ
れ
た
整
備
構
想
に
基
づ
き
、駐
車

場
の
整
備
や
イ
ル
カ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
設
置
な
ど
順
次
取
り
組
ん
で
い
る
。

ビ
ジ
タ
ー
モ
ー
ル
案
に
つ
い
て
は
、漁

協
を
は
じ
め
関
係
者
の
合
意
形
成
が
図

ら
れ
、実
現
へ
の
機
運
が
醸
成
さ
れ
れ

ば
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

勝
木　

今
後
の
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

観
光
に
対
す
る
市
の
位
置
付
け
は
。

市
長
　
天
草
を
代
表
す
る
宝
物
の
一
つ

で
あ
る
。観
光
は
経
済
波
及
効
果
や
雇

用
創
出
効
果
の
高
い
総
合
産
業
で
あ

り
、天
草
の
重
要
な
観
光
資
源
と
し
て
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

【
道
路
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
】

勝
木　

国
県
道（
五
和
地
区
）の
整
備
状

況
は
。

建
設
部
長
　
御
領
小
串
交
差
点
周
辺
に

つ
い
て
は
25
年
度
に
用
地
買
収
及
び
事

業
促
進
が
図
ら
れ
る
。二
江
地
区
、鬼
池

港
入
口
周
辺
に
お
い
て
は
積
極
的
に
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

勝
木　

市
道
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
、

防
災
の
面
や
高
齢
化
の
進
む
中
で
、現

状
の
維
持
費
で
は
市
民
の
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
す
の
で
は
。予
算
枠
を
拡

大
し
て
整
備
を
進
め
る
考
え
は
。

建
設
部  

　
多
く
の
路
線
、施
設
が
施
工

後
の
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、維
持
管
理

が
増
大
す
る
事
は
必
至
で
あ
り
ま
す
。各

路
線
、施
設
ご
と
に
評
価
を
行
い
、緊
急

性
や
効
率
性
並
び
に
地
域
等
を
考
慮
し

な
が
ら
予
算
化
を
し
て
い
き
た
い
。

中
村　

市
の
公
共
交
通
連
携
計
画（
21

〜
23
年
度
）が
策
定
さ
れ
て
い
た
が
、そ

の
進
捗
状
況
は
。

企
画
部
長
　
路
線
バ
ス
の
再
編
等
は
進

ん
だ
が
、協
議
ま
で
に
留
ま
り
、対
策
を

実
行
で
き
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。

中
村　

そ
の
よ
う
な
中
、市
で
は
24
年

度
以
降
の
計
画
が
な
く
、交
通
不
便
地

域
の
対
象
人
口
等
も
十
分
に
把
握
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。移
動
手
段
を
持
た
な

い
地
域
が
増
加
す
れ
ば
、市
民
の
行
動

を
制
限
し
、地
域
の
経
済
活
動
も
疲
弊

す
る
。高
齢
化
や
、中
心
地
域
と
周
辺
地

域
の
格
差
拡
大
が
加
速
す
る
中
に
あ
っ

て
は
、交
通
不
便
地
域
等
を
解
消
し
、交

通
弱
者
を
救
う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
は

急
務
で
あ
る
。

　

ま
た
、こ
の
よ
う
な
対
策
は
、官
民
一

体
と
な
っ
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
。地

域
の
実
情
を
的
確
に
把
握
し
て
課
題
を

解
決
し
て
い
く
に
は
、支
所
単
位
で
協

議
会
を
設
立
し
、現
状
分
析
と
中
期
的

な
需
要
予
測
を
行
い
、地
域
に
適
し
た

対
策
を
練
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。今
後
の
計
画
を
い
ち
早
く
策
定
し
、

で
き
る
こ
と
か
ら
即
座
に
実
行
す
べ
き

で
あ
る
。

市
長
　
広
域
か
つ
高
齢
化
率
の
高
い
本

市
に
お
い
て
は
、公
共
交
通
に
関
す
る

計
画
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
私
自
身
も

考
え
る
。支
所
単
位
で
の
協
議
会
設
立

な
ど
は
非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と

思
う
。今
後
、で
き
る
こ
と
か
ら
早
期
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

【
教
育
委
員
の
任
命
の
件
に
つ
い
て
】

中
村　

教
育
委
員
選
任
の
際
、現
在
ど

の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
て
い
る
か
。

市
長
　
任
命
は
任
命
権
者
で
あ
る
私
が

行
う
が
、各
委
員
へ
の
事
前
交
渉
や
説

明
は
、教
育
長
が
行
っ
て
い
る
。

中
村　

教
育
長
も
教
育
委
員
の
一
人
で

あ
る
。人
選
に
あ
た
っ
て
は
当
然
相
談

も
必
要
だ
が
、各
委
員
が
公
平
な
立
場

で
議
論
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、就

任
の
交
渉
等
は
市
長
部
局
が
行
う
べ
き

と
考
え
る
。ま
た
今
回
、7
月
に
就
任
し

た
委
員
が
２
名
辞
任
し
て
い
る
。就
任

に
関
す
る
市
の
事
前
説
明
が
不
十
分
だ

っ
た
の
で
は
。そ
の
場
合
、辞
任
し
た
委

員
自
身
に
も
迷
惑
が
か
か
る
。こ
の
よ

う
な
点
も
踏
ま
え
、今
後
、任
命
に
関
す

る
仕
組
み
を
き
ち
ん
と
構
築
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

鶴
戸　
岩
手
県
釜
石
市
の
防
災
教
育　

奇
跡
を
呼
ぶ
生
存
率
99
・
8
％　
小
中

学
生
。
命
を
救
っ
た
の
は
こ
こ
数
年
の

防
災
教
育
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お

り
、
本
市
の
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

学
校
現
場
の
防
災
教
育
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

教
育
長
　
本
市
に
お
い
て
は
、
各
学
校

ご
と
に
校
区
の
実
態
に
合
わ
せ
て
防
災

に
備
え
た
学
習
や
行
動
が
で
き
る
よ
う

防
災
計
画
を
作
成
し
、
被
災
地
で
の
事

例
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
避
難
訓
練
も

含
め
見
直
し
を
行
い
修
正
を
加
え
る
な

ど
し
て
防
災
教
育
を
進
め
て
い
る
。

鶴
戸　
棚
底
城
跡
は
旧
倉
岳
町
が
平
成

14
年
度
か
ら
調
査
を
始
め
、
平
成
21
年

7
月
23
日
に
広
い
エ
リ
ア
を
持
つ
史
跡

で
は
天
草
郡
市
で
も
初
の
国
指
定
史
跡

と
な
り
、
中
世
城
跡
と
し
て
は
熊
本
県

で
4
番
目
の
国
指
定
史
跡
と
聞
い
て
い

る
。
保
存
管
理
計
画
等
の
計
画
は
な
さ

れ
て
い
る
が
、
予
算
計
上
は
な
い
。
計

画
に
基
づ
き
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
あ

る
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
長
　
史
跡
棚
底
城
跡
保
存
管
理
計

画
策
定
の
た
め
の
委
員
会
を
設
置
し
、

今
年
3
月
に
保
存
管
理
計
画
を
策
定
し

た
。
平
成
24
年
度
事
業
計
画
は
史
跡
用

地
の
公
有
化
に
向
け
た
地
権
者
等
の
現

況
調
査
及
び
事
前
説
明
等
の
準
備
作
業

を
計
画
し
て
い
る
。
史
跡
用
地
の
公
有

化
は
平
成
25
年
度
以
降
実
施
し
て
行
き

た
い
。
重
要
な
歴
史
的
意
義
を
持
つ
城

郭
で
あ
る
。
城
郭
全
体
像
の
解
明
に
向

け
、
保
存
管
理
の
基
本
方
針
と
し
て
今

後
も
継
続
し
て
調
査
を
実
施
す
る
。

地
域
戦
略
室
の
新
設
に
つ
い
て

イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
観
光
の

　
　
　
　
　
　
　
　
現
状
に
つ
い
て

防
災
教
育
・
棚
底
城
跡
に
つ
い
て

鶴戸継啓
議員

浜
﨑

浜
﨑

浜
﨑

勝
木

勝
木

中
村

中
村

勝
木

勝
木

中
村

中
村

勝
木

鶴
戸

鶴
戸

新
た
な
公
共
交
通
体
系
の

　
　
　
　
　
　
　
　
確
立
に
つ
い
て

中村五木
議員

勝木幸生
議員

浜﨑昭臣
議員棚底城跡地

魚貫町の黒石海岸の夕陽

市
長

教
育
長

教
育
長

市
長

市
長

経
済
部
長

経
済
部
長

企
画
部
長

市
長

市
長

市
長

建
設
部
長

建
設
部
長

一般質問
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政務調査報告

「議会基本条例を制定するに至った背景等について」
議会改革調査特別委員長　田中　茂

●
は
じ
め
に

　

平
成
18
年
３
月
27
日
、
２
市
８
町

の
合
併
に
よ
り
、「
天
草
市
」
が
誕

生
し
、
同
年
４
月
23
日
、
天
草
市
議

会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
員
定
数

30
人
か
ら
な
る
天
草
市
議
会
が
発
足

し
ま
し
た
。
４
年
後
の
平
成
22
年
３

月
28
日
に
は
、
第
２
回
目
と
な
る
市

議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
こ
で
は
、
合
併
後
の
４
年
間

に
お
け
る
地
域
状
況
の
変
化
や
議

会
、
議
員
に
対
す
る
き
び
し
い
声
が

数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
議
員
間
の
協
議

に
お
い
て
も
、「
こ
の
ま
ま
で
は
議

会
と
議
員
の
存
在
意
義
が
薄
れ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
意
見
・

課
題
等
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
改
選
直

後
の
平
成
22
年
４
月
の
臨
時
会
に
お

い
て
、
議
会
改
革
の
必
要
性
を
共
通

認
識
し
、
今
後
の
市
議
会
の
あ
り
方

な
ど
議
会
改
革
に
関
す
る
件
に
つ
い

て
の
調
査
研
究
を
目
的
に
「
議
会
改

革
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、

全
国
の
市
議
会
の
取
り
組
み
事
例
や

県
下
の
市
議
会
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、ま
ず
は
、「
議
員
定
数
」及
び「
議

員
報
酬
」
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
総

括
的
な
も
の
と
し
て
「
議
会
基
本
条

例
」
の
制
定
に
向
け
て
、
調
査
・
研

究
に
取
り
組
む
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。

●
条
例
制
定
に
向
け
て
の
取
り
組
み

と
主
な
内
容
　

　
「
議
会
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
３
月
の
定
例
会
に
お
い

て
、
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一

層
加
速
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
報
告

し
、
そ
の
後
、
先
進
地
視
察
を
行
う

な
ど
検
討
・
論
議
を
重
ね
て
き
た
と

こ
ろ
で
し
た
。
そ
し
て
、
本
年
１
月

に
は
、
市
内
３
会
場
（
本
渡
・
牛
深
・

御
所
浦
）
で
「
意
見
交
換
会
」
を
開

催
し
、
２
月
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
併
行
し
て
、
執
行
部
と
の
調
整

等
を
行
な
い
、
３
月
の
定
例
会
に
お

い
て
「
天
草
市
議
会
基
本
条
例
」
を

提
案
し
、可
決
制
定
を
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
は
、「
議
会
及
び
議
員
の
活
動

原
則
」や「
市
民
と
議
会
の
関
係
」「
行

政
と
議
会
の
関
係
」
等
に
つ
い
て
規

定
を
し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
特
筆

す
べ
き
も
の
と
し
て
は
、「
広
報
広

聴
の
充
実
（
議
会
だ
よ
り
の
発
行
）」

と
「
議
会
報
告
会
の
開
催
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
議
会
側
が
正

確
な
情
報
を
皆
さ
ん
に
き
ち
ん
と
伝

え
、
そ
れ
に
基
づ
き
正
確
な
意
思
表

示
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
よ
う
な
機

会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
今
回
、
こ
の
よ
う
な
「
広
報

広
聴
活
動
」
を
約
束
事
と
す
る
た
め

に
も
条
例
化
に
取
り
組
む
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

●
お
わ
り
に

　

当
然
、
条
例
を
制
定
し
た
だ
け
で

は
何
の
効
果
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
あ
く
ま
で
も
議
会
改
革
を
実
施

す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
で
す
の

で
、
行
動
が
伴
わ
な
け
れ
ば
何
の
意

味
も
な
く
、
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
正

念
場
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
会
改
革
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
現
状
を
よ
く
理
解
せ
ず
、
議
会

が
皆
さ
ん
に
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
の

か
を
わ
か
ら
な
い
ま
ま
行
っ
て
も
、

そ
れ
は
や
み
く
も
の
改
革
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
取
り
組
み
始
め
た
議
会

だ
よ
り
の
発
行（
広
報
活
動
）及
び
議

会
報
告
会
の
開
催
（
広
聴
活
動
）
等

を
通
じ
て
、議
会
に
対
す
る
ご
意
見
、

ご
要
望
等
を
お
聴
か
せ
い
た
だ
き
、

市
政
及
び
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
改
革
に
対
し
ま
し

て
は
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

※「
天
草
市
議
会
基
本
条
例
」
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

5月9日～ 11日　沖縄県石垣市にて視察
〈内容〉
●企画部すぐやる課の取り組みについて
　天草市誕生後、各地区の住民より合併前に比べて
市の対応が遅いという意見が多くあり、より良く市
民のニーズに対応するために石垣市の「すぐやる課
（平成22年6月設置）」を視察。
すぐやる課の受付件数（平成22年度）は、
第１位　道路に関する事　　 224件
第２位　防犯灯の新設、修理 133件
第３位　樹木の枝打ち、除草　87件
　すぐやる課では簡単にできる事は即時対応し予算
規模が大きい物件は、関係部所と協議のうえ対応し
ているとの事でした。

５月22日～ 23日　高知県ゆすはら町にて視察
〈内容〉
●自然エネルギーの取り組みについて
　ゆすはら町は四国山脈の山頂付近に位置し人口約3800人
の町、前町長より引継ぎ、森、水、風、光などの自然エネル
ギーの活用に取り組み、2050年には、エネルギー自給率
100%を目指している町です。
　現在取り組んでおられる主なものは、太陽光発電（庁舎、
公共施設、個人住宅等に設置）小型水力発電、落差6mの川
に設置、昼は学校に夜は街灯に使用されている。

８月20日～ 21日　神奈川県横浜市にて研修
〈内容〉
●自治政策講座に参加して
　①自治体財政の適正化とは②自治体福祉政策と財
務③住民が地域医療を作る④東日本大震災と自治体
の対応⑤自治とは何かの５講義を受講しました。特
に、地域医療に関する講義と東日本大震災に関する
講義は、一般質問でも取り上げた内容でしたので非
常に勉強になりました。

＜内容＞
●長野市地域公共交通総合連携計画
　“市民の暮らしを支える”バス交通プラン
　長野市は平成17年3月に長野市バス路線網再編基
本計画の策定。
　これは、市民の移動手段に関する現状と課題及び
地域の実情を踏まえ、市民生活に密着した生活移動
手段であるバス交通を「都市のインフラ」と位置付
け、バス交通の確保充実を図るものです。
・新規路線新設の検討
・コミュニティバス等の運行
・中山間地域輸送システムの構築

●石垣公設市場視察
　第２種大規模小売店舗として石垣市が設置。昭和
62年竣工（鉄筋コンクリート造り３階建、敷地面積
1255㎡）。平成18年度には指定管理者制度に基づい
た管理運営となり現在に至る。平成19年度には、ま
ちづくり交付金事業で改修工事を実施されていた。
　これから天草市
においても、民間
に業務委託が多く
なることから、先
進事例として視察
研修を行った。

・移動需要に合わせた運行の確保
・ＩＴを活用した情報提供システム
・効率的な運航路線、内容に見直し
など、市民の足の確保を計画的かつ効率的に具体的
再編策として市民サービスを最大限発揮するもの。
●軽井沢町社会福祉協議会
　地域通貨を利用した支え合い活動
　地域通貨を使用し、463人の登録者の「災害時の
支え合い」と一人暮らしの高齢者等の見守りと買い
物支援を柱とする「安心生活創造事業」の連携で人
と人をつなぐ縁結び、自然な支え合いの関係性を築
いていくことを活動の目指すところとしている。

　我が天草市も公立病院を運営する中で、全国的な
問題である医師不足、医療従事者不足に悩まされて
います。しかし、講義では「バッファー（緩衝器）
の医療」つまり新型インフルエンザや社会的弱者へ
の対応を担うことや職員定数を緩やかにして収益を
向上させることが重要だとのことでした。
　震災における対応としては、近隣自治体との連携
が重要であり、防災計画はコンパクト版の作成が必
要。また、緊急時避難行動計画を優先した方が良い
とのことでしたので今後も提言したいと思いました。

〔浜﨑昭臣・江浦政巳・平山泰司・黒田忠広・奈良﨑利幸〕政友会　

新風天草 〔古賀源一郎・濱洲大心・鶴戸継啓〕　

若山敬介

〔本田武志・𠮷川德澄・中村五木・脇島義純・池田裕之・中村三千人・勝木幸生・宮下幸一郎〕天政会

期　日 地　区 場　　所 時　　間
  9 月   1 日 牛　深 支所 2階 午後 7時 30分～
  9 月   1 日 有　明 町民センター 午後 7時 30分～
  9 月 29日 倉　岳 多目的研修集会施設 午後 7時 30分～
10月   5 日 栖　本 福祉会館 午後 7時 30分～
10月 26日 本　渡 市民センター大会議室 午後 7時 30分～
11月   5 日 新　和 町民センター 午後 7時 30分～
11月   5 日 天　草 高浜公民館 午後 7時 30分～
11月 12日 五　和 おおくす 午後 7時 00分～
11月 19日 河　浦 支所 2階 午後 7時 30分～
11月 20日 御所浦 支所 2階 午後 7時 30分～

実
績
と
今
後
の
予
定

５月15日～ 17日　長野県長野市、同県軽井沢町にて視察
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ふだんは聞きなれない議会独特の言葉・・・。
ここでは、少しでも議会を身近に感じていただけるように、
ちょっとした疑問に対してわかりやすくお答えしていきます。

※市議会は、市の仕事の計画やお金の使い方など、市としての
意思を決めることから、「議決機関」といいます。また、市議
会で決められた方針に沿って、具体的に実行する市役所を｢執
行機関｣といいます。

　天草市を、よりよい市にするために
は、私たち市民一人ひとりが、自分た

ちの責任でいろんな問題を解決していかなく
てはなりません。本来なら、市民全員で話し
合いをすべきですが、約９万人もいる市民が
一度に集まることはできません。そこで、市
民の代表の人を選んで、代わりに話し合いを
してもらいます。それが市議会です。
　市長が市の仕事するためには、お金が必要
になります。そこで市長は、市民が納めた税
金を、何の事業にいくら使うか計画します。
この計画を 「予算」といいます。また、多く
の市民が生活していくには、いろんなルール
が必要です。このルールを 「条例」といいます。
「予算」、「条例」などの案を市長が考え、そ
の案を議会に相談して決定します。
　市議会を構成する議員と市長はお互いに市
民から直接選挙で選ばれた代表者であること
から、まったく対等の関係にあり、お互いが
適度な緊張とバランスを保ちつつ、話し合い
を重ねながら市政運営を進めています。
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記

そもそも市議会ってなに？

住民サービスを提供する

市の仕事に市民の声を反映させる
市の仕事やお金の使い方などを決める

市の仕事やお金の使い方などを提案する

市民の意見や要望を聞く
議会活動をお知らせする

請願や陳情を出す

選
挙
で
選
ぶ

意見や要望を出す
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市民・市議会・市長の関係図
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。

　今回は秋晴れの下に新和
町の竜登山山頂に丸い白い
建物を発見し、訪ねてまい
りました。

　32年前に建立され、完成式典にはスリランカ大使も参
列。現在もスリランカやインドの方々もお参りに訪れら
れるそうです。大自然の中にぽつりとたたずむ仏舎利塔、
空気も綺麗で竜登山から眺める海もまた格別。お参りさ
れた方々には、僧侶　丸本茂樹さんのおもてなしがある
とか、ないとか。ぜひ皆さんも参拝を！

日本山妙法寺  仏舎利塔
（新和町　竜登山山頂）
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